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１．事業の目的と概要 （１） 事業完了後５年経過

岩手県

秋田県

宮城県山形県

青森県

一般国道１２１号
会津縦貫北道路

福島県

1

起終点 ：自）福島県喜多方市関柴町

至）福島県会津若松市高野町

延長 ：１３．１ｋｍ

道路規格 ：第１種第３級 設計速度：８０ｋｍ/ｈ

事業化 ：平成９年度（直轄権限代行による事業化）

用地着手 ：平成１１年度

工事着手 ：平成１４年度

部分開通 ：平成２１年１０月４日 塩川IC～湯川北IC

（Ｌ＝３．２ｋｍ開通）

：平成２３年１１月６日 喜多方IC～塩川IC

（Ｌ＝４．７ｋｍ開通）

：平成２５年９月８日 湯川北IC～湯川南IC

（Ｌ＝２．２ｋｍ開通）

全線開通 ：平成２７年９月６日 湯川南IC～会津若松北IC

（Ｌ＝３．０ｋｍ開通）

（Ｈ２７.９.６ ）

○事業目的

会津縦貫北道路 計画概要

・会津北部の地域間交流等を促進する地域高規格道路
・国道121号沿線市街地部の交通混雑を緩和
・会津地方の観光資源の連絡強化による観光振興
・速達性の確保による救急医療サービスの向上

標準横断図 (幅員) 位置図

会津縦貫北道路 位置図

［単位：ｍ］
き た か た せきしばまち

あ い づ わ か ま つ こ う や ま ち

喜多方市会
津
縦
貫
北
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路
Ｌ
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1
ｋ
ｍ

起点 喜多方市関柴町
き た か た せ き し ば ま ち

終点 会津若松市高野町
あ い づ わ か ま つ こ う や ま ち

喜多方IC

塩川IC

湯川北IC

湯川南IC

会津若松北IC

会津若松IC

Ｈ23.11.6
開通

Ｌ＝4.7km

Ｈ21.10.4
開通

Ｌ＝3.2km

Ｈ27.9.6
開通

Ｌ＝3.0km

湯川村

会津若松市

至
郡
山

E49

中沢交差点

観音前交差点 上荒久田交差点
北柳原交差点

居合団地入口交差点

49

49

121

若松北BP
L=3.2
事業中

Ｈ25.9.8
開通

Ｌ＝2.2km

T’15=9,374(台/日)

T’15=12,604(台/日)

T’15=11,633(台/日)
T’15=9, 582(台/日)

T’15=21,067(台/日)

会津医療センター

会津中央病院

し お か わ ゆ か わ き た

き た か た し お か わ

ゆ か わ き た ゆかわみなみ

ゆかわみなみ あ い づ わ か ま つ き た

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線
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１．事業の目的と概要 （２）整備状況 事業完了後５年経過

② 開通した会津縦貫北道路 【R2.12】

①上空から見た会津縦貫北道路 【H27.9】

至：喜多方

至：会津若松

会
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路
Ｌ
＝
13.

1
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ｍ

塩川IC

至
郡
山E49

49

至
新
潟

喜多方IC

湯川北IC

湯川南IC

会津若松北IC

会津若松IC

会津医療センター

121

49

起点 喜多方市関柴町
き た か た せ き し ば ま ち

終点 会津若松市高野町
あ い づ わ か ま つ こ う や ま ち

(

一)

浜
崎
高
野
会
津
若
松
線

湯川村

喜多方市

会津若松市

若松北BP
L=3.2
事業中

2

1

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線

き た か た

し お か わ

ゆ か わ き た

ゆ か わ み な み

あ い づ わ か ま つ き た

あ い づ わ か ま つ
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１．事業の目的と概要 （３）開通記事 事業完了後５年経過

出典：福島民報 平成27年9月7日掲載 出典：福島民報 平成28年9月6日掲載



２．前回評価時からの周辺環境等の変化

◆一般国道１２１号 会津縦貫北道路は平成２７年９月４工区が開通し、全線開通。
◆周辺では、若松北バイパスが平成２８年４月に整備区間に指定、若松西バイパスが平成３１年３月に開通。

事業完了後５年経過

若松西バイパス
L=6.8km

H31.3.23開通

4

福島県全体

拡大図範囲

0 5 10 20km

会津縦貫北道路周辺の拡大図

会津若松IC

E49

喜多方市
会津縦貫北道路

L=13.1km
H27.9.6全線開通

磐梯河東IC 猪苗代
磐梯高原IC

猪苗代湖

若松北バイパス
L=3.2km

事業中
（R8年度開通予定）

喜多方IC

塩川IC

湯川北IC

湯川南IC
会津
若松北IC

49

会津若松市

磐梯町

北塩原村

猪苗代町

会津美里町柳津町三島町

湯野上BP
L=8.3km

事業中

下郷町
天栄村

郡山市昭和村

49

121
459

459

294

121

401

118

289

下郷田島BP
L=11.0km

事業中

小沼崎BP
L=1.5km

事業中

凡 例
： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時の

ネットワークに
含まれる路線

： 今回評価の
ネットワークに
追加される路線

その他道路凡例

道
路
種
別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車
線
数



153 109 107 106 62

80 98 148
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開通後

湯川北IC～
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開通後

R2.10

国道121号 会津縦貫北道路

（百台/日）

163
106 104 96 73

95 108 132 133

163
201 212 228 206
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100
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開通前 塩川IC～
湯川北IC
開通後

湯川北IC～
湯川南IC
開通後

全線
開通後

R2.10

国道121号 会津縦貫北道路

（百台/日）

◆平成27年の全線開通により、会津縦貫北道路の交通量は平日228百台/日、休日は253百台/日に増加（喜多方IC～塩川IC間） 。
◆会津縦貫北道路の最新の交通量は平日で133百台/日、休日で127百台/日（喜多方IC～塩川IC間）。
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３．交通状況の変化等 （１）交通量 事業完了後５年経過

：会津縦貫北道路交通量集計地点
：並行区間国道121号交通量集計地点

会
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起点 喜多方市関柴町
き た か た せ き し ば ま ち

終点 会津若松市高野町
あ い づ わ か ま つ こ う や ま ち

喜多方IC

塩川IC

Ｈ23.11.6
開通

Ｌ＝4.7km

Ｈ21.10.4
開通

Ｌ＝3.2km

Ｈ27.9.6
開通

Ｌ＝3.0km

Ｈ25.9.8
開通

Ｌ＝2.2km

湯川北IC

湯川南IC

会津若松北IC
至
新
潟

至
郡
山E49

磐越自動車道
会津若松IC

49
会津若松市

湯川村

121

459

459

A
A’

(

主)

北
山
会
津
若
松
線

(

一)

浜
崎
高
野

会
津
若
松
線

▼交通量の推移（A-A’断面）
【平日】

【休日】

資料：交通量調査結果
開通前 ：平日：H23.10.27（水） 休日：H23.10.30（日）
塩川IC～ ：平日：H24.11.21（水） 休日：H24.11.  4（日）
湯川北IC開通後
湯川北IC～ ：平日：H26.  9.11（水） 休日：H26.11.  1（日）
湯川南IC開通後
全線開通後 ：平日：H28.  9.27（水） 休日：H28.  5.  3（日）
R2.10 ：平日：R2.10月平日平均 休日：R2.10月休日平均

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線

約７割が会津縦貫北
を利用



41.2 
47.7 49.7 45.5 

67.1 69.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

開通前 塩川IC～湯川北IC
開通後

喜多方IC～塩川IC
開通後

湯川北IC～湯川南IC
開通後

全線
開通後

R1.10

（km/h）

◆会津縦貫北道路を利用することで、整備区間の平均速度が約30km/h向上し、所要時間が約12分短縮。
◆現道区間の主要渋滞箇所２箇所も全線開通後の平成28年度に解除。
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３．交通状況の変化等 （２）所要時間等

約30km/h 向上

事業完了後５年経過

：会津縦貫北道路交通量集計地点
：並行区間国道121号交通量集計地点
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起点 喜多方市関柴町
き た か た せ き し ば ま ち

終点 会津若松市高野町
あ い づ わ か ま つ こ う や ま ち

喜多方IC

塩川IC

Ｈ23.11.6
開通

Ｌ＝4.7km

Ｈ21.10.4
開通

Ｌ＝3.2km

Ｈ27.9.6
開通

Ｌ＝3.0km

Ｈ25.9.8
開通

Ｌ＝2.2km

湯川北IC

湯川南IC

会津若松北IC
至
新
潟

至
郡
山E49

磐越自動車道
会津若松IC

49
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崎
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野

会
津
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松
線

▼会津縦貫北道路区間の平均速度の変化
（会津若松北IC～喜多方IC）

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H17～H27）平日混雑時
ETC2.0プローブデータ（R1.10平日）平日混雑時（7時台、17時台上下平均）

▼会津縦貫北道路区間の所要時間の変化
（会津若松北IC～喜多方IC）

開通前 塩川IC～
湯川北IC
開通後

喜多方IC～
塩川IC
開通後

湯川北IC～
湯川南IC
開通後

全線
開通後

R1.10

23.6 
21.0 

15.9 17.4 

11.8 11.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

開通前 塩川IC～湯川北IC
開通後

喜多方IC～塩川IC
開通後

湯川北IC～湯川南IC
開通後

全線
開通後

R1.10

（分）

開通前 塩川IC～
湯川北IC
開通後

喜多方IC～
塩川IC
開通後

湯川北IC～
湯川南IC
開通後

全線
開通後

R1.10

約12分短縮

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線

松川交差点
H28主要渋滞箇所解除

十文字交差点
H28主要渋滞箇所解除



◆会津縦貫北道路の開通で、交通が会津縦貫北道路へ転換したことで、周辺道路の交通事故発生件数は約６割減少

◆周辺には多数の小学校が存在するが、現道、生活道路の交通量が減少したことにより、安心・安全な通学環境の確保に寄与

４．事業効果の発現状況 （１）交通安全の確保
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事業完了後５年経過

現道の交通量減少で通学路の横断が安全に

至
永
和
小

開通後
バス停

＜永和小学校の声＞
■バスで通学している児童が小学校前の県道

の横断歩道（信号機なし）を利用している。
■下校時に横断歩道を渡る際、以前は交通量

が多く横断時には危険と感じていたが、開通
後は交通量が減り、安全に横断しやすくなり
ました。

（H27.12ヒアリング結果）
＜塩川小学校の声＞
■会津縦貫北道路の開通により、国道121号

を含む一般道の交通量が減少し、児童のヒ
ヤリハットが少なくなりました。

（R2.9ヒアリング結果）

▼会津縦貫北道路開通前後の
年平均死傷事故件数の変化

出典：H17-H20イタルダデータ、H27-H30イタルダデータ
その他県道：北山会津若松線、熊倉塩川線、猪苗代塩川線、喜多方会津坂下線、塩川山都線、会津坂下塩川線

熊の目浜崎線、浜崎高野会津若松線、会津坂下河東線

▼会津縦貫北道路開通前後の
事故類型の変化
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至
新
潟

至
郡
山

E49

磐越自動車道
会津若松IC

49

121

459

459

事故減少率※凡例
： 0～-20％
：-20～-40％
：-40～-60％
： ～-60％

※事故減少率は開通前（H17-H20）事故件数に対する、開通後（H27-H30）事故件数の減少率を示す

(主) 会津河東坂下線

駒形
小学校

塩川
小学校

姥堂
小学校豊川

小学校

堂島
小学校

勝常
小学校 笈川

小学校

河東学園
小学校

永和
小学校
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121

62 
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19 
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122 

46 

0

50

100

150

開通前
（H17-H20）

開通後
（H27-H30）

（件/年）

うち重大事故
14件

うち重大事故
6件

会津縦貫北道路 国道121号 その他県道

8 3 

58 

23 
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29 

13 

8 

3 

8 

2 
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1 

122 

46 

0

50

100

150

開通前
（H17-H20）

開通後
（H27-H30）

人対車両 追突 正面衝突 出会頭
右折時 車両相互その他 車両単独

（件/年）

約6割減 元々多かった追突、
出会頭などが半減

※重大事故：死亡事故と重傷事故の合計



33分
26分
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会津縦貫北道路
利用

４．事業効果の発現状況 （２）救急医療活動の支援

8

事業完了後５年経過

872 1,090 1,216 1,395 1,456 1,525 

61% 66% 66% 66%
72% 77%
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H20
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R1
年度

救急搬送件数
全搬送件数に占める会津若松市内への搬送割合

▼会津縦貫北道路を救急搬送ルートとして利用するエリア ▼喜多方市からの会津若松市内病院
への救急搬送件数の推移

出典：喜多方市消防本部

▼信号交差点数の変化
【喜多方市役所→会津中央病院】

（件）

▼所要時間の変化
【喜多方市役所→会津中央病院】

出典：ETC2.0プローブデータ（R1.10平日）12時間平均

（分）

７分短縮

喜多方市役所

会津中央
病院
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道
路L=

13.1㎞
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至
郡
山49
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459
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252

：国道121号利用ルート
：会津縦貫北道路利用ルート

湯川村

喜多方市

会津若松北IC

喜多方IC

塩川IC

湯川北IC

湯川南IC

36箇所

18箇所

0

10

20

30

40

50

国道121号
利用

会津縦貫北道路
利用

（箇所）

半減

＜喜多方地方広域市町村圏組合消防本部の声＞
■コロナ禍では、個人感染防護の装備や、患者に感染の疑いがないか確認が必要となり、収容ま

でに時間がかかるようになっている。そのようななかで、会津縦貫北道路による時間短縮は助かっ
ています。

■近年、医師しかできなかった注射等、高度な作業である特定行為を搬送員も出来るようになり
ました。会津縦貫北道路は信号もなく走行環境が良いため急停車が減り、搬送中も安全に活
動できるようになり助かっています。 （R2.9ヒアリング結果）

▼会津縦貫北道路を走行する救急車

◆喜多方市では、人員不足により救急を受け入れる病院が減少していることから会津若松市内の病院への搬送が増加

◆会津縦貫道路は、喜多方市から会津若松市内の病院の迅速な搬送、搬送間の安全な処置の実施に寄与

き た か た あ い づ わ か ま つ

き た か た あ い づ わ か ま つ

E49

会津医療センター



４．事業効果の発現状況 （３）観光周遊の活性化による観光振興

9

事業完了後５年経過

▼会津地域の主要観光地

喜多方市

北塩原村

湯川村

会津若松市

会津美里町

下郷町

会津若松市

大内宿

会津若松北IC

塩川IC

湯川北IC

湯川南IC

磐越自動車道

磐梯河東IC

会津若松IC

下郷町

87万人

58万人

至 米沢

至 南会津

鶴ヶ城 東山温泉

会津若松市

喜多方
市街地

塔のへつり

21万人

▼喜多方市の観光入込客数の推移

203 
187 

203 

236 

1.00 
0.92 1.00 

1.16 

0.0

0.5

1.0

1.5
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250

H20 H23 H26 R1
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び
率
（
H
2
0
基
準
）

観
光
入
込
客
数

入込客数 伸び

（万人/年）

東日本
大震災

102 

118 

H20 R1

出典：福島県企画調整部

※観光消費額＝（観光入込客数）×
（1人当たり福島県内日帰り旅行者観光消費額単価（H27））

観光消費額※

は約16億円
増加

121

459

49

459

121

118

401

▼喜多方市の観光消費額

会津縦貫北道路を利用
した喜多方市とのインバ
ウンド周遊が多い地域

喜多方IC

108万人

出典：R1観光入込客数：福島県観光客入込状況
インバウンド周遊状況：株式会社ナイトレイ 「ジョルテGPSデータ」

喜多方市

震災前まで
回復

（億円/年）

＜喜多方市観光交流課の声＞
■市としても周遊観光客を増やしたいと考えており、日帰り客が増加しているのは、会津縦貫北道路開

通による時間短縮が効いていると感じている。 （R2.9ヒアリング結果）
＜喜多方老麺会代表者の声＞
■来客は震災の影響で落ち込んだが、縦貫北の開通に伴い増加しています。連休になると関東から

の来訪も多く、皆さん「喜多方ラーメン」を主目的に来訪されているようです。
（R2.9ヒアリング結果）

＜喜多方市街地に訪れた観光客の声＞
■観光周遊がスムーズになり、時間に余裕ができたので他の観光地へも足を伸ばせるようになりました。

（R2.9ヒアリング結果）

◆会津縦貫北道路の開通により、会津地域の観光周遊が活性化し、喜多方市の観光入込客数は増加

◆会津縦貫北道路は、インバウンドの周遊にも利用されており、地域の観光消費額も増加するなど観光振興に寄与

あ い づ き た か た

出典：喜多方市

喜多方市との
周遊割合46%

喜多方市との
周遊割合19%

インバウンドに関して、
会津若松市～喜多方
市間の移動で9割は会
津縦貫北道路を利用

喜多方ラーメン

鶴ヶ城

塩川IC～
湯川北IC開通

湯川北IC～
湯川南IC開通

喜多方IC ～
塩川IC開通 全線開通

会津若松
市街

喜多方市

下郷町大内宿

52万人

46万人

レトロ横丁

しだれ桜並木道

12万人

20万人

三ノ倉
スキー場15万人
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４．事業効果の発現状況 （４）企業立地による新たな雇用の創出

10

事業完了後５年経過

▼喜多方市へ新増設した企業数・新規雇用者数の推移（累計値）

会津若松IC

会
津
縦
貫
北
道
路

会津若松北IC

喜多方IC

塩川IC

湯川北IC

湯川南IC

▼喜多方市へ新増設した企業の立地状況（H21～R1）
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人
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立
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企
業
数
（
社
）

増設企業数（累計） 新設企業数（累計） 新規雇用者数（累計）

開通後、企業の受け皿とし
て新たな工業団地を造成

H23.11.6開通
L＝4.7㎞

H21.10.4開通
L＝3.2㎞

H25.9.8開通
L＝2.2㎞

H27.9.6開通
L＝3.0㎞

至 米沢

至 南会津

至

新
潟 至

郡
山

喜多方市

L=
13.1㎞

湯川南IC～会津若松北IC
開通後に増設した企業

121

459

49

252

121

49

＜喜多方市商工課の声＞
■高速で走れる道路、ICが市内にあるということは企業誘致上、重要なことであり、新たな工業団地のPRパ

ンフレットでも道路やICからのアクセス時間をPRしています。
■昨年度に引き渡しを開始し、既に2社に引き渡しており、造成工事を進めたいと考えています。

（R2.9ヒアリング結果）
＜喜多方市に進出した企業の声＞
■会津縦貫北道路の開通もこの地に進出した理由の一つです。実際、移動時間も読めるし、安全に走行

でき、会津若松市内の関連会社への移動も助かっています。 （H27.2アリング結果）

▼会津縦貫北道路沿線の年度別有効求人倍率の伸び率の推移（H21基準）
出典：喜多方市商工課

出典：福島労働局

1.00 
1.63 

2.09 
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3.24 
3.70 

4.38 4.07 3.91 3.63 3.91 

2.35 

1.31 
1.85 

2.69 
2.69 

2.89 
3.11 3.11 

3.24 3.22 3.28 
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1.24 

1.67 1.83 
2.17 

2.47 
3.03 3.10 
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2.51 
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3.0

4.0

5.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

喜多方市
会津若松市
全国平均

◆会津縦貫北道路の順次供用に伴い、H21年以降、喜多方市では事業所・工場が27件新設・増設

◆喜多方市では企業の受け皿として新たな工業団地を造成し、既に複数の事業所の立地が決定

◆新たな雇用を創出し、地域の有効求人倍率も全国平均以上の伸びで回復

き た か た

き た か た

塩川IC～
湯川北IC開通

湯川北IC～
湯川南IC開通

喜多方IC ～
塩川IC開通 全線開通
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４．事業効果の発現状況 （５）地域間流動の活性化 事業完了後５年経過

【燃料費用の低減効果試算】
通勤などで喜多方市～会津若松市間を乗用車で
往復する場合、ガソリン代を7,000円/年節約可能。
両市間の通勤者だけでも3,700万円/年の燃料費削減。

・現道国道121号利用時：15.1万円/年
・会津縦貫北道路利用時：14.4万円/年

◆会津縦貫北道路の開通により、周辺地域では仕事場の選択肢が広がり通勤流動が増加し、会津若松市への買い物機会も増加

◆喜多方市から会津若松市内の病院への通院者数が増加しており、高水準な医療サービスを享受しやすくなっている

◆また、会津縦貫北道路を利用することで一般道を走るより燃費を抑えることができ、地方で生活する上での一助となっている

11

▼会津縦貫北道路周辺地域における通勤流動の変化

▼会津医療センター（会津若松市）における
喜多方市からの外来患者数の推移

【H12】 【H27】
▼買回り品の買い物流動

出典：消費購買動向調査出典：国勢調査

【H18】 【R1】

＜地域住民の声＞
■会津縦貫北道路が開通したことで、仕事終わりなどでも、会津若松市に気軽に買い物をしに行きやすくなりました。
■子どもの部活で、会津若松市との学校との交流試合などにも行きやすくなりました。 （R2.9ヒアリング結果）
＜会津医療センターの声＞
■会津縦貫北開通により移動の負担が軽減したことで、喜多方市からの患者が増加しています。

（R2.9ヒアリング結果）

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度
国土技術政策総合研究所資料「自動車排出係数の根拠」

▼喜多方市～会津若松市間移動時の
平均旅行速度と燃料費用
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き た か た あ い づ わ か ま つ
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５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

６．事業実施による環境の変化
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別添一覧表参照

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

○周辺道路の整備状況
平成31年3月 若松西バイパス 開通
令和8年度 若松北バイパス 開通予定（事業中）

当該事業の整備目的について、効果発現を確認出来ており、事業評価手法の見直しの必要はない。

事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はないが、社会情勢の変化に応じ
て完成形の整備を検討する。


